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(3)駅前広場計画

①駅前広場機能の設定

検討対象３駅における駅前広場機能としては、以下の通りと考える。

下北沢駅

下北沢駅は、世田谷区内における広域生活拠点として位置づけられて

・いる。また、小田急線が新宿、京王井の頭線が渋谷といった拠点地区を

起点とする鉄道路線が交わるターミナル駅となっている。

下北沢駅前広場の機能としては、現在は道路上で行われている路線パ

スの乗降も含めて駅前広場内で処理するものと考え、基本的にはターミ

ナル駅として必要な機能を確保するものとする。

世田谷代田駅、東北沢駅

世田谷代田駅、東北沢駅については、広域生活拠点である下北沢駅に

隣接しており、商業集積等もあまり高くない等、拠点性は高くないもの

と考えられる。この両駅における駅前広場は、駅周辺において大規模な

面的事業の展開が望めないことからも、一般車、タクシー等の駅前への

アクセスに機能を限定した比較的小規模な広場の設置を考える。
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②駅前広場の概略規模の把握

彊圭墾垂隆呈2塁室

おおむね10年後である平成12年度における将来乗降量については、過
した。想定去の各駅における駅乗降量のトレンドにより
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現況における端末手段構成と同じと想定する。

(千人／曰（往復)）

ピーク時手段別交通量

ピーク率としては都市圏における平均的なピーク率25％を用いる。
（人／時）

交通手段別整備施設量の稟定

･東北沢駅および世田谷代田駅については、一般軍用のバースを１（

一ス確保するものとする。

･下北沢駅については、交通結節機能の強化を図るために、バス、タ

クシー、一般車の施設を整備するものとする。

徒歩 輪 バス タクシー． 自家用 計

世田谷代田
11.1 

(89.8%） 

0.8 

（６．８%） 

0.3 

（２．６%） 

０ 

（00%） 

0.2 

（０．８%） 

12.4 

(100%） 

下北沢
133.8 

(91.2%） 

5.1 

（ａ5%） 

6.7 

（4.6%） 

1.0 

（0.7%） 

0.1 

（0.1%） 

146.7 

(100%） 

東北沢
17.7 

(95.4%） 

0.9 

（4.6%） 

０ 

（０．０%） 

0 

（0.0%） 

０ 

（0.0%） 

18.6 

(100%） 

徒歩 輪
＄ 

ノ、 ス タクシー 自家用

世田谷代田 1.390 100 4０ ０ 3０ 

下北沢 1６．７３０ 640 840 140 1０ 

東北沢 2.210 110 ０ 0 ０ 

世田谷代田駅 下北沢駅 東北沢駅

バス施設
￣ ２パース

タクシー施設
￣ 

乗降１バース

ｸｸｼｰﾌﾟｰﾙ２０台

一般1lx施設 １バース １バース １バース
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駅前広場規模の算定

’ 

’ 
こよる駅前広場規模の算定48年式

48年式による駅前広場規模の算定結果を下表に示す。なお、駅前広場

利用者比は1.5としており、手段分担は現況分担率に基づいている。

般車）内は、東北沢駅、世田谷代田駅において、
スを１バース確保した場合を示す。

注）（
'、

＋ 

’ 

世田谷代田駅 下北沢駅 東北沢駅

28年式 上限

標準

下限 ㎡㎡㎡０００ ０００ ６５１ 山ＬＬ ㎡㎡㎡０００ ０００ ４５８ ？１９ ４３９ １１ 
2， 

２， 

１ 

400㎡

300㎡

700㎡

積み

上げ式

歩行者

パス

タクシー

マイカー

その他

計

10㎡

270㎡

７０㎡

350㎡

＝約400㎡

㎡㎡㎡㎡㎡０００００ ０００００ ６８４０２ ０９９０ １１１１ 
6.000㎡

20㎡

270㎡

７０㎡

360㎡

＝約400㎡

世田谷代田駅 下北沢駅 東北沢駅

48年式 1,700㎡

(1,800㎡）

5.200㎡ 160㎡

(1,500㎡）
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鉄道の現況ii） 
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小田急線各駅の乗降客数の推移
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駅利用者の端末交通特性の割合

調査対象３駅の鉄道の行き帰りに利用する交通手段（端末代表交通手段）を

見ると、自動車、タクシーの利用割合１％未満と駅周辺の道路環境を反映して、

低くなっているのに対し、徒歩利用者の割合は、各駅とも約90％以上と高い利

用率となっている。

３駅の中では、東北沢駅が最も歩行者利用の割合が高く、約95％を占めてい

る。これは、世田谷区内の小田急沿線各駅と比較しても、最も高い利用率であ

る。

バスは世田谷代田駅で、約３％、下北沢駅で約５％と、駅直近にバス路線網

が整備されているが、低い利用率となっている。
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